
予算執行状況

経年劣化により家電（エアコン、洗濯機、衣類乾燥機等）の不具合が多く買い替えが続い

た。また、毎日使用する消耗品等の品質や使用頻度やを見直し、経費削減の意識が根付く

よう取り組んだ。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

個別支援計画書に沿った統一した声かけや支援を目指した、職員会議やケース会議の他に

も、日頃から利用者への支援について職員同士で話し合う機会を作り、自立を妨げずに支

援を行うにはどうしたらよいか、どのような変化が見られてきたか等を共有した。また

様々な悩みや不安への相談があるも、中にはそういった気持ちを上手く伝えられない方が

いる為、「気づき」を大切にし利用者の変化に留意した。身辺自立度に対して、掃除洗濯

に力を入れ清潔な環境での生活を目指し、血圧体重、健康診断等の健康管理についても細

やかな対応を実行した。
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りゅうりゅう

基本方針に対する

達成状況

ご家族や関係機関との連携は概ね達成出来たが、地域住民や新たな社会資源とのネット

ワークの構築は不十分だったと思う。「寄り添う支援」については、自立支援を基本とし

た上で、日々の気付きを大切にその方の状況を理解することで、どういった声掛けや対応

が必要なのか理解するよう努めた。

重点項目に対する

達成状況

定員満床については、12月から3月にかけて2名の利用者が一人暮らしを実現し空室となっ

たが、2か月弱で入居に至ることが出来た。また関係機関からの信用を得られるよう日々

の連携を心掛けた結果、空室へ早期の見学や体験入居に繋げた。専門性の向上について

は、利用者お一人お一人への理解を深め、その方にあった適切な対応を随時考える等内部

で学ぶ機会は多かったが、専門的な支援方法等を学ぶ外部研修の機会が少なかった。

稼働目標に対する

達成状況

⾧期（1か月）入院や家業の手伝いの為の⾧期帰省、1人暮らしを始められての退居等、

100%には届かないが1月以外は95%以上を維持することができた。空室は可能な限り⾧期

化しないよう迅速な対応を心掛けた。また週末の時間を楽しく過ごしていただく為、土日

に外食レクや誕生会等を実施する機会を設けた。

その他事業計画に

対する達成状況

年間行事については、帰省する場所がない方や県外に出る機会の少ない方の為、バス旅行

を実施、他にもりゅうりゅう納涼祭、季節のイベントや誕生会等でコミュニケーションを

図る機会を作った。また日頃から防災への意識を定着させるため、地震・火災想定での避

難訓練を年2回実施した。
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月平均稼働

利用者別の内訳

年間行事等の報告

月 定員 稼働目標 稼働実績 備考欄

4月 20人 600人 583人

5月 20人 620人 603人

6月 20人 600人 594人

7月 20人 620人 619人

8月 20人 620人 613人

9月 20人 600人 582人

10月 20人 620人 605人

11月 20人 600人 581人

12月 20人 620人 601人 りゅうⅢ1名 退居

1月 20人 620人 568人

2月 20人 580人 551人

3月 20人 620人 602人 りゅうⅠ退居 りゅうⅢ1名 入居

月 区分なし 区分1 区分2 区分3 区分4 合計

3 0 20

区分5 区分６ その他

203 0

3 0 20

20

20

20

20

20

19

20

6月 1 0 9 7 0

4月 1 0 9 7 0

5月 1 0 9 7 0

0 3 07月 1 0 9 7

0 3 0

0 3 09月 1 0 9 7

8月 1 0 9 7

0 3 0

0 3 011月 1 0 9 7

10月 1 0 9 7

0 3 0

1月 1 0 9 6 0 3 0

12月 1 0 9 7

19

0 3 0 19

3月 1 0 8 6 1 3 0

2月 1 0 9 6

12月 クリスマス会 忘年会（風の音）

1月 お節行事食 初詣初売り

2月 節分行事食（豆まき）

3月 送別会 消防訓練（火災想定）

11月 さがみ湖日帰りバス旅行

6月 ⅠⅡⅢ合同歓迎会（外食 田舎路） 

7月 誕生会 土用の丑の日行事食（鰻） 

4月 歓迎会 誕生会

5月 端午の節句

9月 防災訓練（地震想定） 誕生会

10月 恵フェスティバル

8月 りゅうりゅう納涼祭 
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